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I. はじめに
大学の教蓑課程でおこなわれている体育実技は、さまざまな敦材をもとに実施されている。 その中で
も球技関係の種目が多数をしめ、指導者はそれぞれの種月を通して、授業効果を得るため努力している。
本研究はその中のサッカ ベの種日について、授嗅の中でおこなわれる試合方法について考察するもの
である。
サ ッ カ ーの楽しさを満喫するには、拭合がも っ とも大きt“"’力をもつと考えられるが、時間的にも
制約された授染の中では、正規のIレールにの っ と った試合だけに頼っていることもでさない。 また、体
汀の目的の一つである体 }J面の向上にも寄与できる手段としてのサ慮もなされなければならない。 そこ
で今までいがいろおこなわれてきている簡易的な試合方法をも含め、試合を近して体カ ・ 技術の両面に
効果ある試合方法について検討を加えるものである。
n . 測定方法
1) 対象
C大学の一般教贅課程における休訂実技の後期サ ッ カ一種 nの授某を履習した学生を対象としてお
こな った。 この授来の中で、 つぎのような 4 種類の試合をJi\}ー学生におこなわせた。
① l 1 人制サ ッ カ ー（ 正規のルールでおこなう試合 ）
~ 8 人制サ ッ カ ー （ グラ ン ドが正規のシらの大きさでおこなう試合 ）
③ ガーデンフ ブ トボー ル
> （ ミ ニ サ ッ カ 述盟のヽし ールによる試合 ）ｮ サロ ・ノフ ッ トボール
これらの試合時間は、休憩 5 分をはさむ前後半 1 2 分合計 2 4 分問に統 一した。
2) 測定項目
フ 1 ＇ールトプレヤーが試合中に動きまわるB幼距離とその時いらいろな技術を使用してポールに触
れる数をポ ル参加回数とし、これらから 4 祉類の試合の内容を検討したn
'Ji I 試合結果
測定対象チーム 相手チーム
l 1 人制サッカ ー 1 ( 1 ゜ ゜) 0 ゜8 人制サ ッ カ ー 5 ( 2 3 1 ) 3 2 
ガー デンフ ッ トボ ー ル
2 ( ゜
l ) 2 
2 1 
サロソ フノトボール 4 ( 3 ゜ ) 0 J ゜
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及 n 試合中の移動距鱗
（フィールドプレイヤー 1 人当り）
前 半 平均後 m 半 平均合 m ヽ i·平均 m S • D S • D S • D 
1 l 人制サッカー 1,014 244 •6 1,0 l 0 295 • 8 2,024 520 • 6 
8 人制サブカー 1,170 136•8 1,134 159ｷ7 2,304 292 • 3 
ガーデンフットポール 1,127 1 l 4 • 9 1,049 67 • 3 2,176 11 7 • 0 
サ P ンフットボール 980 204 • 3 952 171 • 7 1,932 369 • 7 
m. 鮎果と考察
試合の成績は、女 I に示すとうりである。 測定対象チームは、 3 勝 1 分 0 敗と、やや良い結景となっ
た。
フィ ールドプレヤーが試合中に動いた移動距饂は、炭［に示すとうりである。 試合中 1 人当りの平均
移動距離は、最少がサロンフット ：I；ー ルの 1 . 9 3 2 m、位大が 8人制サッ カ ーの 2,30 4 m とそれぞれ
試合形態が罠な っていても、約 2,0 0 Om前後とあまり違いがみられなかっ た。
1)1) 
小 ・ 中・肛校生の全国大会のサ ン カ ー試合の選手の平均移動距離は、それぞれの試合時問に違いがあ
るが、 5 分間の平均が、I 2 l mから 541mと云われている。 サ u ンフ ッ トボールは 5 分問の•¥均が
376mで、やや少くない移動距離であ9た。 また他の 3 試合は 2 4 分間と短い試合時問での移動距離
であったが小 ・ 中・麻校生の全国大会とほぽ同じ移動距離で活発な動きのもとで試合が展開されていた
とみることができる。
しかし、選手債々の移動距離は、 1 1 人柑J..,. :, カ ーが最大 2.7 4 4 m ( ，、 ＿. .1 バ ッ クの選手 ） 、且少
l. 3 2 2 m (-, Jl.·,ウクの選手 ） とその迄 1.422mで約 2 倍ものひらきがあった。 これは試合内容か
らして勝ち試合のためフルバ，，クの守備の負担が少くなか ったこと、とともにグラ•ンドの大きさに影愕
されたものと思われるが、ボジシ●ンにより、役割を1ナっきりと分担していることがうかがわれる。 また、最も試
合規揆の小さかったサロ・ノフ ッ トボールでは、 1 I人制サ ッ カ ーの移動距離の慄準偏差 5 2 1 mについで
340mと 2 量目に大さな個を示した。 このことは、ただII\にグラッドの大きさ、プレヤ ーの人数が少
くなくなることにより、返手個々が平均して良く動きまわることにはつながらないようである3 今回の
4糧類の試合の比較だけでみると、試合規模が中精である 8 人制サ ッ カ ーとガーテ ·ノ フ ッ トボ ー ルは
l 1 人制サ ;/ カ ーやサロンフ プ ト ,f. ールに対して隈痢偏芝が2 9 2 m 、 1 1 7 mと小さ く 、また 1 人当
りの移動距鱚も大きく全Rが良く動いた試合になっている。 学生の体力曲での効凩的運動刺激を試合に
求めたとき、試合中の移動距順を一つの指襟とするならば、授業では試合規模の中紺な 8 人紺Jサブカー
やカ・ ーデンフ ッ トボールなどが最も効果的な試合ガ法であると思われる。
試合中のポール参加回数は、及 mに示すとうりである。 選手 1 人当りの平均ボール参加回数は、 グラ
ノドの大きさなど規筏が小さくなるにしたがい多くなり、 l J 人制サ ッ カ ーが平均 1 9.1 回に対し、サ
ロソフ ッ トポ ールが 5 2. 8回と約 2 5 倍にもなっている。このように試合規模の違いによりボール参加
回数が異なるが、移動距離と同様に I l 人制. Eッカ ー とサロンフットボールの標準儡差がそれぞれ 7.43
回と I 1. 0 3 回で選手偶人により若干差がうかがわれる。これはポール参加回数が多い者が移動距離も
多いという活動量でボールに触れる機会を多く作っているということではなく、サロソフットボールで
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は移動距離が l,4 8 2 mと最も少ないプレ＿ヤーがボール参加回数 6 2 回と最も多い場合もあり、 プレーヤ
ーの技術 vペルが少くなからず影響し、特に l 1 人制サ ッカ やサロソフットボールなどの試合では顕
著にあらわれたものと思われる。これに対し、ポジシ•ノや選手偕人の技術の差などによる影●がある
ものと思われるが、 8 人制サッカーやガーデソフットボールは 1 1 人制サッカーやサロソフ．y トボール
ほど選手個人に茎がみられず、全選手のポール参加が均ー化されているのがうかがわれる。
ポール参加の際、その使用技術についてみるとポールを直接キックすることが多かったのは 1 1 人制
サッカ ーで回数全体の約 4 0％もあり、これに対し他の 3 種類の試合は 20％の範囲と少なかった。ま
た、ボールをコソトロールしようとしてトラップの技術が関与する参加回数は、 i ニサッカーなどボー
ルの特色が少なからず影●するであろうが、試合規模が小さくなるほど多くなり、サロソフットボール
は全体の約 5 0 ％以上にもなっている。 このように試合規模によりポールをあつかう技術に差がみられ
ることは、試合の流れに特色があることを危味し、 1 1 人制サ 9 カーはポールを前に蹴って走るスクイ
ルとなり、 ミニサッカーの 2試合は各選手のボール参加回敬が多いこと、またコノトロールしやすいポ
ールであることなどから、パスが王体の試合展開になっていることがうかがわれる。
表m 試合中のポール参加回数
（フ ィールドブレイヤー 1 人当り＼
トラブブ トラッブ トラップドリプル ドリブル キゾク トラップ ドリブル キック ヘッド その他 合計キ" !I 
1 l人制 回数 X 2.5 12 2.1 1.2 1.4 7.1 1.0 2.6 19.l 
サブカー s.D 2.00 1.7 5 2.13 1.4 0 1.9 0 2.92 0.82 I.SI 7.4 3 
8人制 回数 X 2.0 2.0 2.9 3.6 1.3 6.3 1.0 5.3 24.3 
サッカー S.D 1.15 1.15 2.3 4 3.21 1.60 2.87 us 2.50 4.6l 
ガーデソ 回数 X 4.6 2.4 5.2 2.8 1.4 6.6 0.2 7.0 30.2 
フットポ―Iレ S.D 3.78 1.9 5 2.77 1.3 0 L14 4.56 0.4 5 2.92 4.21 
サロソ 回数 X 7.0 4.8 9.8 6.5 1.3 l l.3 0.8 11.5 52.8 
フットボール SD 3.56 2.99 1.71 J.00 1.5 0 5.12 0.96 5.07 1l.06 
サ ブ カーの楽しみ方は偕人により異なるが、やはりポールをコントロールし、チーム全体として有機
的に連係プレーがなされ、一致協力して攻守にあたり、最終目撰である相手チームのゴールヘッュー ト
する。そのためには個人のスクノドプレーでなく、たとえば 8 人制サッカ ーやガーデソフ，トボールに
みられるように、全Rがポールに参加する機会が多い試合形態などは、短時間でしかも制約されたグラ
ソドで多くの試合をおこなわなければならない授業での試合方法としては、最も適切な試合方法の一つ
であるものと思われる。
M まとめ
体育実技の授業においておこなった 4 種類の試合の結果、つぎのような特徴がみられた。
1) 2 4 分間の試合中のフィルドブレヤー 1 人当りの移動距離は、 4 試合ともほぼ同じく 2,0 0 0 m前
後であった。しかし、 1 l 人制サ ッカーとサ 0 ソフットボールは移動距離に個人差が大きかったのに
対し、 8人制サッカーとガーデソフブトポールは全員が均等に走っている特色がみられた。
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